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第 一 国 版 酪 明
ノ 1

｢ヒメマルカ.jヲプシムシ｣の幼畠に加害され1:る図研

日丸は｢モス1)./｣.英他事白木矧こ

て作られたりo｢そ7J)y｣の部分わ

み蝕寄されたるを韓志すべし｡L
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第 二 園 版 説 明

rヒメマルカツヲブシム シ｣
.AnthrenusverbaciLinnaeus.

1.成 虫

2∴卵,̀黒｢ラシャ｣に産附せられ1:る状態O

･3･､肌IE!.｢ラ1シャ｣にEE･附せられ†こる一部分廓大｡
4.幼 '. 払

5･柵了幼必殺技の呪皮を被ぶれる位々の状態.
1-●■

6･軌∴右は股間,左は-7P田0

7･成虫が野外の花上に4J.tよれる状態0

1-6いづれも跳大,7出火

･(搭只は凡-<'⊂生きたものを損れt))
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<･第 三 図 版 説 明

. 防蝕試験に伏 せし,自!,lTTjB｢モス1)ン｣
､ ～ ;

J- 1. 知も成 理
I

･･･rロテノ-ン｣荒 廃 理 水 洗

･L巾 チノーン｣意 庖 即 不摘

4 ｢ロチノーン｣惹 起 瓜 不水洗

-5イロチノーン｣意 虞 打 水 沈
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節 三 園 版 PLATEnT



節田 園l収 買稔r!TJ

防蝕訳広糾こ伏ILifL,自!.QJ也｢モ17JJI/｣

6小 チノーン｣意 塵 班 不水洗

7･｢ロチノー:,｣意 虎 理 水 洗

8･rpテ ノ-ン｣-孟訂 鴎 町 不水洗

9･｢ロチノーン｣意 蹟 瓢 水 洗

(之よT)以下扱字を認めや)

･o･｢pテ/.-ン｣意 庭 球 不水洗

･1･｢ロテノ-ン｣意 蹟 郡 水 溌

㌧一
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ド .- _ I… _乱 五澗 JTJf臥 明

I,'/U'蝕就堕に供せし,.朗1帥打･t･ス リン｣

･2･｢- ノーン｣蕊 威 p-u; 不水洗

･3･｢ロチ ノーン｣意 慶 理 水 洗

･4･rpテノ-ン｣荒 廃 誕R･ 不水洗

･ 5･｢ロチノ- ン ｣意 出 m ,f 沈

･6･｢ロテ ノ-ン｣意 鴎 班 不水洗

･7･｢ロテノ-ン｣憲 ㌻ 蹟 王7n･ 水 洗
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-- ･節 六 ･闘 ･･収 一一詮 nJト

防 蝕 試 験 に 供 せ し , Uu'蝕 加 工 ラ ク ダ 色 ;13-4 1'

1. ｢0 ｣ 無 胞 FJ!毛 布 の 表 面 ｡

1'･ ｢0 ｣ 無 産 理 毛 布 の 碁 面 ｡

三一･ ｢A ｣ ロ テ ノ - ン 忘 蜘 毛 布 の 表 面 0

4･ ｢A ｣ ロ テ ノ - ン 忘 遮 - -M 獅 0

5･ rB J - ノ - ン 意 蜘 柳 の 抑 o

G･ rB J ロ チ ノ ー ン 志 朗 毛 邦 の 獅 o

(何 れ も 机 々 粁 小 )



節 /7 田 版 PLArl'EVt.



∴

/

〟

1,
t
一

第~七~国版'説明

Bb融試験に供せし;防蝕加工ラクダ色=11祁

7･
｢C↓ロテノ-ン
意蜘毛糊軌 1

8･
｢C｣ロテノ-ン
蕊蜘毛榊,獅o

･J･
rD｣--ノ-ン
意朗沌-J･'0糾o

･o･
rD｣ロチノーン
怠納毛布の恭固o

･1･
｢E｣ロテノ-ツ
意慶-布の表面o

･2･
rE｣ロテノ-ン
意郎沌御衣田o

(何れも捌々抑小)





節 八 囲 版 説 明
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防蝕釈放に供せし,防蝕加工ラクダ色宅和∫

1.[Ⅹ｣ -光fFi版晶毛布の安田o i,

2.｢X｣ 其市版晶毛布の姦面o tニー
■.{

3･｢Y｣ -X市版品雫布の表面0

4.｢Y｣ ;獅 了板晶毛布の罪垣70

5･｢Z｣ -Xfl了版晶宅神の衣酎C,

6.FZ｣凍 市版晶毛布の英田 0

--･一一-(何れも杓 桁々′ト)
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毛地物 の啓敵 に就 て

山 田 保 治-I

第 一一節 '･ ･緒 百

毛織物め霜用が年と兵に.非常TSる勢ひを以て相加して行くことは,既によ/く世人の熟知す

る虎であるo如何TSる物でも,時代の風潮 こ̀従って,流行ら腰bがあるものTSれども,宅持物

に到つでは,将来益々恐展の道こそ開け.之が磨ることは恐らく無いと侶するo然るに其原料

T=る尊宅は其殆んど全部が翰人品であることは,国家的鬼地よ5大いに警戒を要する虎である｡

宅絞物は首ふよでもなく,凡べて動物質の製品である｡之等動物質の製品には之を尋問に蝕

べる重点が丁こくさん居るO虫干の際.洋服や ｢モスリ.ン｣衣新宅布等に畠蝕孔を見付出すこと

は,常に青々の経験することで,些細なぬ孔でも物と･場所によっでは,晴着にならTSかつ1=b
ノ

重く使用出来TSくTSる物も和宮にある｡個人躍折からは大し丁ここともない枚であるがi国家経

済上から見るときは,其択啓は矧 こ英大Ts願に達する.･

/比損事を如何にして汲防し,軽減するかと云ふ問題は,書 廠々用尾島拳を専攻する者にとり

では,常に考慮せざるべからざる大切TSる研究題目の一つであることは言ふよでもTsい｡｣

宅放物に封し.大Tsa/)､TlT)蝕等を及ぼす啓畠として.今日までに記載さtt.1=t.る本知童種類

は約二十種許btこ達しで居る.之等の嘗虫の蝕宰様式は大鰐三通いこ分けることが出来る｡即

ち, ′

l':.1･:.勤物質のみを蝕啓するもの一但し此中には宅放物の如き袈晶を主として蝕IEBするものと

鹿野其他乾魚類を主として蝕寄するものとあり0 -

2･主として動物質を蝕事すれども,時に植物性のものをも蝕耳するものO

-･3.倍に栂物性のものを蝕宅すれども,時に宅放物の如き動物賢のものを蝕岱するもの.

之呼の中で宅絞物斑晶の寄島として,我が日本内地に於で一般的に最も加事を達しくする琴

類は,･ ､ ､

ヒメマルカツヲブシムシ AnthrenusverbaciLinnaeus.
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･ヒメカツヲブシムシ AttagenusjaponicusReittef.

イ ガ . ..TjneapellionellarLinnaeus.

コイガ でineolabisellielaHumpson.

噂の放超であるo而して従釆左程の故事を認めざる種類と雄も,束侯的要因其他等畠の生活

に過笛Tsる設境を得るときは.何時大著生をなすやもはかり難 く,故に現在被等の軽少13るも

のと雑も,注意を怠らず観察研琴の必要Tよることを'常に吾々は心掛けTSくではならぬ｡J

次ぎt=防蝕試晩に供せし.｢ヒメマルカツヲブシムシ｣の形態と生活史並?'に防蝕鹿野宅細物

に封する該畠反庵の大要を述べようO

勢 二 節 ヒメマルカツヲブシムシ

.笹名 Anthrenus､verbaciLinnaeus.
■

異名 ▲ 一

分類挙上の地坪,韓切目 Coleo.ptera･

カツヲプシムシ臥 Dermesti'dae.

(固版第-,=,･参府).

一 .J分 ､ 布 `

本邦に於ける'分布として従釆知られ丁こるは.北侭道,木肌 四国,九肌 基濁.等TIるが,

本州の関西地方を中心と.して,其れよb束に到るに従ひ少13く,西に到るに従って多くTSる傾

向があるO外国では欧洲一帯に産するこ とになって居る｡

二.形 態

成 島

略ば固形を星せる小さTS甲虫で,地色は品色である姉 ､仝芳劉二次白色と黄褐色の隣毛が塔生

して居る†:めに,自然状態に於では地色を現はさないo成島に成て時日を経丁こものは.隣毛段

落の1=めに黒色班鮎の如く地色を説はすものがある｡而して頭は小声く',前胸管は略げ変形で

黄褐色TSれども,前後南緯の中央と後縁の南側に衣白色紋がある｡趨鞘は宋褐色で三伯の次白

色の改妖紋を持って居る.班長放2｢ミT)メ-トル｣.雌3｢ミ1)メートル｣内外｡
′ 卯

長持固形で白色を量す｡卵の長さ0･5｢ミリメ丁 トル｣位｡

ご＼
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幼 鼻

脚化常時の劫血は殆んと銀色なれとも,成長するt=碓ひ,色彩淡くTSa,充分成熟せるもの

は,頭部は淡柚色で,井褐色の駐車を生じ,胴部は暗褐色TJ:れども.各環節の横線部は淡色で

重視に褐色の粗毛を生じ,末梢執 こはこ個の褐色の長宅束があって,･平常は左右相合すれど′も,

何等かの童燭刺戟を受けるときは､.此宅束は恰かも崩を開げT:るが如く左右へ展開する,幼虫 ,

の充分成長せるものは鰹畏6｢ミリメートル｣に遷す｡

蛸

老熟せる幼虫は最後の脱皮を背線部に於で裂開LI:まゝ,之を脱ぎ拍て13トで,'脱皮殻の中

で墳化する,此矯常時は仝碓井白色TSれども,後には淡次褐色と成るO､燈長3｢ミリメートル｣

位｡ ノ

三.生 活 史

Lヒメマルか ソヲプシムゾ の経過兵

寺 ーヾ 1 a 3 4. 5 6 7 8 9 -10.ll.⊥2

1 ●-i+.+●●●●●●一●●●十++●●
此種の経過は衣示せる如く一年一回の罷生で,冬は幼虫の欣怨で越年し,翌春四月下旬より

五月上旬にかけで蛸と成る.鯖の期間はこ週間位で,四囲,九州,地方に於では五月上旬頃よ

ち,妊斑砲方に於では五月中旬頃から成島と成って,笠間は野外枝物の花に多数集釆し.花上
I

にあって其花粉を食するもの 如ゝ く,種々の花に集まれども'特に多いのは 『フラ'(スギ?.』
/

(第二国技7)T,ある0両し七島の袋乗は晴天の時に多く･雨天の時には殆んど見られや怨天の

時には少TSい｡新の如く日中は花上に生活すれども,年後四時以後に到れば次第に花の下側に

移動してFl'i止する｡斯様TS生活を幾日間位紋'lJるものかに就きては未1.'明らかTSらざれども,

此間t=交尾をTSL,交尾5･済ませI=ものは屋内に飛来して,毛布,｢ラシャ｣洋服.｢モスTJ

ン｣衣斯,共他毛粒物の毛7)問に卵を一粒づつ彼方此方に産み付けて置 くo卵の期間は一週間

乃至十日間位で,問もTSく幼虫が僻化して出て来る｡出で釆T=幼虫は,直ちに之等宅放物の蝕

等を始める.又野外b偽典七光ようで,共析に既落せる羽毛に卵を産み付けで繋埴すること･B,



1王∋

しばしば見ることが出来るO又成島は必*･Lも野外植物の花上に集来せやとも,共畿生佃朗に

於で銘癌を故も屈 すことが出釆る.

1幼虫が宅放物を蝕事する･場合には先b'始めi二義を蝕ひ,次窮に其細粒を犯しt一途には穴を穿

って任用僻値を無 くttLまぶ｡劫轟の加害は清浄なるものよ5-二も,むしろ手垢の着トで汚れ

7こ物の方が,..遥かに甚だしいことは達意すべき現象Tt･ある｡-従って子供の衣類TSどでは胸の部

分,｢声ボン｣下などでは内股の部分が一番先に此畠の蝕事を受け･扇 又毛布其他毛組物が盛ま
れである場合,其折れ目は戯らざる部分よ5も飯事が多い傾tp'きがある｡途先日武居将士から

南っ適 で巌 が,同博主摘 逸留笹の際,六,L'･)./-蕗 宿屋あ主鹿?話に:洋服れ よってI

なくと必す,｢ズポy｣TSらば共析九日の朗を畠に欠を開けら一九-8と∴ 此下宿屋の主始の指と,
ヽ

小生の従来の嘩敬とが偶然にも′一致して居ることは面白いことと息ふo

幼血清劫の最盛期は六月から十月上旬にか,けて あゞるo'従って此季軌 二は幼虫の加啓が故も

甚T-'しい｡而して幼虫は曙き朗に好むで生活し!明年き朗を畢tp｡斯枝に幼虫と夢虫とは光緑

に封しては全く反封の性質であることも興味を引く習性2)一つであるO斯くして秋の終り頃に

は殉んと盛力に泣きまでに成長し.十一月始め頃から塩安の低下すると共に活動を中止して,

英田 食々物の間で越年して.翌春廟と成!),次で墳島と成って再び米店加害を繰り返すのであ
′/

るoJ -

. 甲･披 審 I
LB月田地方に於で,毛私 ｢ラシャ｣洋服,｢モス.)./｣衣類,-TSとが畠にやら.れるのは,殆ん七

ノI1 1
此柾の幼虫'の加害によると言ってもよい位に多い{侍は此他,毛皮,動物別製模本,昆弘靭絵

本,笹宅.等を蝕事し,鰹節,一乾魚類をも相雷に加著し,又婦人の枝毛に畿生して之を蝕啓し.

而して又白米を加寄すること′もある.
＼〉

1
-′ヽ ㌔

･!. ･第十三 節 防 ′蝕 試 駄 ∴

▼ ■

I-:_･_供 試 布 白無地｢モスクY｣
1

I,･供試昆払 ｢ヒメマル カツヲブシムシ｣0･幼政
一 (固坂第三,甲,五参風)

｢モネ.1)ン｣時｢甲子ノ丁ンJ_(･R?t甲On)を章剤と甘草防蝕剤を以て率琴し,/.別j.=比較の1=め無
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虚亀のものを地盤して試験をし丁二｡｢Tlチノーン｣の用Tlは各観毎に相適してゐる｡之等の ｢モ

スリン｣は便宜略は5｢センチメー トル｣角に切 りて用ひ, 之を一枚づつ一定の容器に入れ,此

中に所定数の幼轟を放ちて各其蝕省状況を調査し1こO

虎理薬剤の濃度最も低 きもの｢第三励振 2･｣は,撫虚理品｢第三滴版 1｣,と殆んと同痩慶に蝕

零され,塵埋薬剤 磯蟹を相加 Tるに従って､●飯箸丑が次第に少Tsくliつて居ることを明瞭に

知るこ とが出来るo而して ｢ロテノ-ン｣意 (那 馳 10)以上虚現せるものに於では殆

んと全 く故事を認むることが出奔Tsい0 ㌢

虚哉布を蝕賓し†ニ幼虫は通常申諒症状を呈し,軟便を排淋 し

で炎死するに到る ｢挿園｣, 又盛理布を趣 く微丑だけ触って止

め,仲間である他7)幼虫を製って共食ひをすることがしばしば

ある.此は恐 らく庭埋布を蝕って不快を感じで二るT:めに之を止

めて.斯様Ts行動に出で7ころものと思はれる.共食ひは何時 も

易如､畠の方が蝕はれでしまふっ

斯枚に鹿理布を以て轟を蕃ふと,幼虫は薬害の1こめに中毒を

起して姥れるれ 又は共食ひJcするか,或は容籍が不完全TS場

合には,幼歳は他に活路を求めで逃げ去ることもある｡

以上は,昭和十年八月八日よT),同年十一月十七日に到る,

首日間に捗る,幼虫活動の盛んIf季節に行ひ1ころ試臓の大要で

ある.

｡.
~‥
..
‥
｣

｢ヒ}マノLカツヲブシムン｣の
幼畠が薬書によi),軟陳を排

惟 して兜死 したる欺瀞,腹面

よ7)見たる臥 廓大o

Y.Yamada&佗.MatsuoPhoto.

ニ 供 試 布 毛布 ｢ラクダ色｣

供試見過 ｢ヒメマ/V カ ツヲブ シ ム シ｣ の動 地

(園版節六,也,八番周)

毛布は ｢ロテノ-ン｣(Rotcnon)を主剤 とせる防蝕刑を以て威PJ!し,別に此校のため如幽

愁のものを並をして試験し1ニものと (園版第/i,七),今一･つは-XftJ一版品防倣加工=E初J'｢X,Y,

Z｣の三種を訳験し1二ものとの (胸版第八),二通 1)行ふ†こ.

之称の訳験に供し1こ宅裾は解林の都合上 直撃 515｢センチメー トル｣の大きに図るく切っ

て其れを一枚/)'ヽ 一定の布掛 二人11,此中にWT定数の財畠を放ちT,各其他省状況を調査 し†こ
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のであ.る｡

Tモチノ-I/｣＼を主剤として鬼窪し1こ毛布は,其濃度が埼カけ るに従って蝕審畳が次第に少

';く･TSつて行き･｢ロチノーン｣意 (馳 第七第9班)以地 - ものに於では,殆んど全I

(.畠の蝕事を認tpることが出来TSくで,完全に防蝕放JJtを故挿して居る'ことを認められるので

ある無虎斑甲ものは始めから蝕省きれで居る｡

市版晶｢Ⅹ,Y,Z｣の三組は何づれも曲の蝕省を受けて居るが,其程度はそれ%'れ過って居

て.防蝕加工せられ1=ることを何はれるo特に｢Ⅹ｣の如きは防蝕威理剤の†こめに,著しく畠の

蝕岱i･制限されて居ることを明らかに認めることが出乗る｡此は防蝕剤没度の低からLT:めれ

或は共加工法の何朗かに妖格があっT:Tこめに,僅かTSがらも畠の蝕事を受けるに到つTこのJr･は

TLからうかと息はれるo ′

此試陵は,昭和十一年九月二十日より,同年十一月十日に到る.五十二日間に捗って.武居

将士の研究量と余が在勤せる見出笹研究虫との両所に於で行ひでころものにで.其就職成紐は両

所共に殆んど同棲7)結果5･柑1=｡此所には其大要を記録するに止めたのであるo

加工法に訣ちさへTsければ.殆んと.完全に防蝕教典を蔓揮することを認tpるのである｡記故を

終るに営 むて､紘尾鷲四郎氏が語尾につきで多大TLる助力をせられ1ころ原意に封し.Tは深く感

謝する魔である｡｢終り｣

編 桝 後 記

未誌の遜貸 ｢防歳科学Jは現部長協井元興博士の拷宅にか るゝ｡本誌は年-ruIの讃行とし.別に随時研究
特別報Lhl･を出版する泡定である0本誌英夫紙中央の記班･､｢盛研｣の輪鰍ミ｢ヒメマルカツヲブS'ムシ｣の

成点を型t'ったのである｡(山別記) ●


